
自閉スペクトラム症（ ASD）や注意欠如・多動症（ ADHD
）などの発達特性を持つ人々、あるいは高い内省力を持つ人々は、他者から「空気が読めない
」「こだわりが強すぎる」と安易に決めつけられたり、尊厳をすり潰されるような扱い（受動
的な不当評価や拒絶）を受けたりすることに対して、人一倍激しい拒絶反応を示します。

しかし、その一方で、当事者自身が無意識のうち、あるいは防衛的な必要性に迫られて、周囲
の人間に対して同様の決めつけや排除的な態度（例：「あの人は定型発達の同調圧力タイプだ
」「あの人は感情的で論理が通じない」など）をとってしまっているという現実に直面し、深
い自己矛盾や罪悪感を覚えることがあります。

「自分がされて最も苦しかったはずの振る舞いを、なぜ自分もまた他人に対して執行してしま
うのか？」

この問いの背景には、単なる身勝手さや性格の未熟さではなく、神経認知の仕組みや過酷な環
境を生き抜くための「切実な防衛的適応戦略」が潜んでいます。本資料では、この自己矛盾が
生じる状況と心理的メカニズムを汎用的な構造として体系化します。

発達特性を持つ人間が、自己矛盾を抱えながらも他者に対して自分が嫌悪するはずの言動をと
ってしまう背景には、以下のような特有の認知状況やサバイバル・メカニズムが存在します。

メカニズム :
感覚過負荷や社会的な暗黙のルールに翻弄され続けてきた神経系にとって、予測
不能な他者は「いつ危害を加えられるか分からない潜在的脅威（カオス）」とし
て知覚されます。

自己防衛と鏡像的矛盾の構造分析：なぜ発
達特性者は「自分がされたら嫌な言動」を
他者に向けてしまうのか？

1. 導入：加害と被害の境界線に潜む「鏡像的矛盾」

2. なぜ「自分が嫌なこと」を他者にしてしまうのか？（ 4
つの発火状況）

① 予測不能な外界（他者）に対する「恐怖と生存本能」



状況 :
外界の不確実性を極限まで下げ、自分のエネルギーが枯渇するのを防ぐため、脳
は自動的に他者を特定のカテゴリーに押し込めて「安全な予測モデル」を構築し
ようとします。これは悪意によるものではなく、神経系が生き残るための反射的
な防衛シミュレーションです。

メカニズム :
常に他者から評価され、不当に枠に嵌められて傷ついてきた人間にとって、「自
分を傷つける側（客体）」に置かれ続けることは精神的崩壊を意味します。

状況 :
心理的防衛の反動として、今度は自分が「他者を分析し、定義する側（主体・観
察者）」に回ることで、主導権を奪還しようとします。優位なポジションに立つ
ことで一時的なコントロール感を得て、無力感から自分を守ろうとする代償行為
です。

メカニズム :
発達特性によるワーキングメモリのボトルネックや、情報処理の非効率性を抱え
る脳は、複雑で多面的な他者の個性をそのまま処理し続けるだけで膨大なエネル
ギーを消耗します。

状況 :
「この人はこういう人間だ」とあらかじめ決めつけて処理コストを削減すること
で、対人交渉やコミュニケーションにおけるリアルタイムの脳内演算コストを強
制的に削減し、精神的破綻（メルトダウン）を防ごうとします。

メカニズム :
自分がどれほど「構造化や明確な分類によって救われたか（取扱説明書を持てた
か）」という成功体験が根底にあります。

状況 :
「他者にとっても、明確に言語化してあげることが分かりやすくて親切なはずだ
」あるいは「相手の危険性をあらかじめ把握することがお互いのためだ」という
無意識の投影が生じ、自分がされたら嫌なはずの決めつけや型嵌めを、善意や合
理性の名の下に他者へ適用してしまいます。

②
「被害者ポジション」から「観察者・定義者ポジション」への逃避

③ 認知の効率化（ワーキングメモリの保護）

④ 「理解されたい欲求」の裏返しとしての鏡像的投影



この構造の最も残酷な点は、自身の矛盾した振る舞いに気づいたとき、あるいは冷静さを取り
戻したときに訪れる「激しい自己矛盾への自責」です。

「加害者への変貌」への恐怖 :
「自分はかつて、あの無神経な人たちと同じように、他人の個別具体的な文脈を
無視して相手を追い詰める加害者になってしまったのではないか」という強い自
己否定に苛まれます。

自己概念の分裂 :
被害者としての尊厳を守りたい自分と、他者を防衛的に切り捨てる自分との間で
認知的不協和が発生し、精神的な摩擦熱を生み出します。

比較項目 他者からの受動的加
害（受けた苦痛）

自己による構造化・
意味づけ（内側の防

衛）

他人への能動的適用
（外側への防衛的言

動）

主導権の所在 他者（外側からの強制
・暴力）

自分自身（内側からの
選択・意味づけ）

自分自身（防衛のため
の仮説設定・決めつけ
）

機能・目的 個性の否定、偏見によ
る枠付け、支配

自己理解、自責の停止
、取扱説明書

予測不能な他者という
脅威のシミュレート・
摩擦回避

体験される意味 尊厳の剥奪、不自由な
拘束、精神的暴力

解放、救済、生存のた
めのシミュレーション
ツール

防衛的適応戦略、ただ
し誤用すれば他者への
暴力に回帰する「鏡像
的矛盾」

3.
矛盾に気づいたときに発生する「強烈な自己嫌悪（ブーメ
ラン効果）」

4. 矛盾を孕む防衛行動の三面性マトリクス

5.
結び：矛盾を抱えたまま「防衛」と「規律」を調停する方
法



発達特性における「自分が嫌なことを他人にしてしまう矛盾」の本質は、それを完全にゼロに
すること（聖人君子でいること）ではありません。人間という神経系を持つ以上、脅威を予測
するためにパターン化や防衛的反応を行うことは脳の生存アルゴリズムの一部だからです。

大切なのは、以下の「メタ認知の境界線」を敷くことです。

1. 内なる防衛としての「シミュレーション」は否定しない :
頭の中で他者をどう予測・分類しようとも、それは自分の心を守るための「内部
の予測モデル」に過ぎず、罪ではありません。

2. それを「外側に向けて攻撃や決めつけとしてぶつけない」という絶対的規律 :
その思考を外側（相手の領域）に向けて発言したり、抑圧的な態度として執行し
たりした瞬間に、それは自分が最も嫌悪した「暴力」に転化します。

3. 矛盾する自分をまるごと許容する :
「怯えているからこそ過剰に防衛してしまうのだ」と自分の神経系のサバイバル
反応を客観的に観測し、自己嫌悪の連鎖から降りること。

この構造を理解し続けることこそが、無駄な自責の苦しみから解放され、他者と健全な距離感
を保ちながら静かに生き抜くための、最高次の知性なのです。
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